
                                

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

        
                                    

   低学年の花壇づくり               中学年の看板づくり               高学年のベンチづくり 

「かざろう！つくろう！自分たちの学校を」をテーマに、青山小学校の原田先生を中心とした先生方と本法人とが連携しなが
ら、地元木材店の松野さんの協力も得て、11/16、17、22、29の４日間、連携授業を行ないました。 低学年（1・2年）は金中
さん、原田さんが担当しての花壇づくり、中学年（3・4年）は森田さん、立田さん、石津さんが担当しての看板づくり、高学年
（5・6年）は松野さんが担当してのベンチとプランターづくりを行ないました。 子どもたちにとっては、日頃やったことのな
いことばかりのようで、戸惑いながらも熱心に取り組んでいました。 きっと、自らがつくったものが新築の建物を彩る喜びを
感じられたことでしょう。 

青山小学校との連携・「青小を飾ろう」 

 
 

   

遅くなりましたが、アトリエニュース第 11 号をお届けします。 
前号でＡｒｔｉｓｔ ｉｎ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ ａｔ ＩＧＡ ２００４の活動の様子をお伝えしましたが、無事、好評のうちに幕を閉じました。 
ご協力ありがとうございました。詳しくはＡｒｔｉｓｔ ｉｎ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ ａｔ ＩＧＡ ２００４記録集をご覧ください。制作された作品
は、ここ青山の地での設置段階に入っています。 また、小中学校との連携授業もご紹介します。こういった活動を通して、
本法人と地元との交流が少しずつ深まっていけば嬉しいですね。 最後に、１２月研修旅行の様子もお伝えします。 

［2005.1.23 発行 編集担当：小谷］ 

Artist in Residence at IGA 2004  制作作品設置されました 

                                        
                    大岩 久乃さん 青山町駅前設置                       

                                          広々した空間にゆったりした時間の流れを 

感じます     

       
おーにし おさむさん 青山保健センター設置  池田 丈一さん 青山保健センター玄関設置    井川 彩子さん 青山保健センター設置 

玄関車寄せ前の柱を力強く支えてくれています  明かり取り用天窓の真下、光を浴びて堂々と    戸外に設置して、景観にしっかり溶けこんでいます。

Ａの文字が立っています 

展覧会期間中、青山ホールで観る作品も素晴らしかったのですが、住み心地良さ
そうな場所に落ち着いて、作品も活き活きとして感じられます。 他の作家滞在型
公開制作と違い、素材も石・金属・木・陶と、多種にわたり、写真で見るだけでも、
それぞれの素材に応じた景観となっていて、楽しいですね。 会員の皆さまもぜひ
現地へ足を運び、ご覧になってはいかがでしょう。  
この後「外礒 秀紹さん」「Wali Hawes さん」の作品設置も予定されていますので、

また次号あたりでご紹介したいと思います。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●法人のホームページ、ぜひご覧ください。あわせてご意見、ご感想、ご質問等BBS（伝言板）にお寄せください。 

    アドレス：http://www.kawachi.zaq.ne.jp/appfi/   Ｅメール：appfi@kawachi.zaq.ne.jp      
       

●継続会員の方の中でまだ入金されていない方は、年会費の入金をお願いします。 

●お待たせしました、講習会を３月に予定しています。追ってご案内いたしますので、ご期待ください。 

最後にお知らせです 

 
                                          
      

研修旅行「冬の美濃探訪」の報告・・・参加された会員さんからの投稿です 

 
青山中学校では、10/4に「アート・デイ」として8種類の造形体験の中から選択してもらい、2年生全員に対して一日授業を 

実施しました。熱心な制作状況がどの講座からも伺え、出来映えはなかなかのものでした。 
 

         
   藍染めの風呂敷の作品             杉材と和紙の明かりの作品            パステルと水彩の絵画作品 

 

      野焼き風景「野焼きのプロ・森田さん」 

8つの講座は、書道を増田さん、染色を上野以丘さん、ステンドグラスを谷口さん、

フエルトを久田さん、木材工芸を松野さん、立体造形を上野政彦さん、絵画を石津

さん、明かりづくりを田井さん、会員外や地元の方々にも協力を呼び掛けて担当し

てもらいました。 

また、小中学校合同で特別支援学級での陶芸教室を9/14に行ない、12/6に野焼きを

中学校にて行ないました。 親子含めて数十点のやきものは個性的で素敵なものば

かりでした。 

青山中学校との連携・「アート・デイ」 

                                    

                                    

                                               

        

        
       美濃市内のお蕎麦屋さんの前で全員集合  

１２月１１（土）・１２（日）の２日間

美濃市へ研修の旅をしてきました 

                                               

                                                                        

        
  美濃和紙の里会館にて紙漉体験          森林文化アカデミーにおいて木工研修       市内の提灯店にて実演を見学  

「まだ日頃の活動にはあまり参加できないのですが、ツアーには昨年に続き参加
しました。 美濃和紙の里会館では、外国人の造形作品や、伝統的・現代的な作
品を鑑賞し、全員が紙漉を体験し、和紙の素晴らしさと可能性を確認しました。  
旅館では、富有鍋を囲み歓談しました。 翌日は、会員の田井さんが学んでおら
れる岐阜県立アカデミーで、松井先生の懇切な指導のもと、スプーンをそれぞれ
が「おもい」を込めて制作しました。 プレゼンテーションの経験もさせて頂き
ました。 うだつの上がる町並みで、お蕎麦を食べ、提灯屋さんでは、制作に関
わる詳しいお話を伺えました。 「ものをつくる」ことが、何かの「おもい」を
「かたち」にし、「つかい」愛し、また工夫するという、「すき」の気持を引き出
し育てる、生活に深く関わる行為であることを体験できた収穫の多い旅でした。
とても、感謝しております。」 （崎浜貴代） 


